
基本目標 ２

施策目標 （2）

基本施策分野 ③

事業名称 担当課 事業年度 ２０年度実績 １９年度実績 １8年度実績

社会福祉 Ｈ17～21

障害者自立支援法により、障害児の在宅生活を支援するために、介護給
付の支給及び地域生活支援事業による支援を行う。
介護給付の支給による居宅介護利用者数６名、年間利用時間数１３５９時
間。行動援護利用者数６名、年間利用時間数６４２時間。

障害者自立支援法により、障害児の在宅生活を支援するために、介護給
付の支給及び地域生活支援事業による支援を行う。
介護給付の支給による居宅介護利用者数３名、年間利用時間数８６３．５時
間。行動援護利用者数５名、年間利用時間数７５１時間。
地域生活支援事業による移動支援事業利用者数３６人、年間利用時間数９
２００時間。日中一時支援事業利用者数１７人、年間利用時間数２０７５時
間。

自立支援法により、障害児の在宅生活を支援するため、介護給付の支給、
地域生活支援事業による支援を行う。・居宅介護 ２人、８８時間 ・行動援
護 ５人、３７２．５時間 ・移動支援 （４～９月）２９人、２，１９６時間 （１０～３
月）３２人、３，４１３時間 ・地域生活支援事業 （日中一時支援）（１０～３
月）２３人、１，９００時間 ・地域活動支援センター事業（１０～３月） ０人

社会福祉 Ｈ17～21
障害児及びその家族の生活を援護した。障害者自立支援法により、１４人
に支給。

障害児及びその家族の生活を援護した。障害者自立支援法により、４人に
支給。

障害児及びその家族の生活を援護した。自立支援法により、１０月からは、
短期間、施設で介護等を行う宿泊のみ。（日中分は、地域生活支援事業で
対応） （４～９月）１９人、（１０～３月）４人に支給。

社会福祉 Ｈ17～21
障害者自立支援法に基づき、補装具の支給事業を行った。購入１４件、修
理８件。

障害者自立支援法に基づき、補装具の支給事業を行った。購入２４件、修
理１９件。

補装具の給付事業として、交付 ５６件（４～９月）、修理 １３件（４～９月）の
給付を行った。１０月から、自立支援法が施行され、購入 １３件（１０～３
月）、修理 ３件（１０～３月）の給付を行った。

社会福祉 Ｈ17～21
障害者自立支援法に基づき、在宅の重度障害者等に対して、日常生活用
具の給付事業を行った。５９件。

障害者自立支援法に基づき、在宅の重度障害者等に対して、日常生活用
具の給付事業を行った。１８件。

日常生活用具の給付事業として、５件（４～９月）の給付を行った。１０月か
ら、自立支援法が施行され、１７件（１０～３月）の給付を行った。

社会福祉 Ｈ17～21
各関係機関との連絡調整を行い、養護学校卒業見込み者の就労支援を
行った。7人に支援。

各関係機関との連絡調整を行い、養護学校卒業見込み者の就労支援を
行った。４人に支援。

各関係機関との連絡調整を行い、養護学校卒業見込み者の就労支援を
行った。９人に支援。

こども福祉 Ｈ17～21 ６園 ２５人 ６園 １８人 ４園 ２０人

障害児施策等の充実

○児童補装具給付事業
（補装具の給付）

京田辺市障
害者基本計
画の推進

◎ 展開する事業群(2-2-3)

事業内容（細事業）

○障害児居宅介護
（障害のある児童の在宅生
活を支援するため、身体介
護・家事援助・移動介護に
対する支援費を支給）

○児童日常生活用具給付
事業

○障害児短期入所
（障害のある児童及びその
家族の生活を援護し、福祉
の向上を図ることを目的とし
て、支援費を支給）

○養護学校の進路相談

子どもが笑顔にあふれ、
健やかに育つ環境づくり

子どもの人権擁護の推
進

○障害児保育の実施
（保育所での保育に欠ける
障害のある児童の受入れ）
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こども福祉 Ｈ17～21 延べ参加者数（保護者を含む） ９５６人 延べ参加者数（保護者を含む） 1,150人 延べ参加者数（保護者を含む） 1,014人

こども福祉 Ｈ17～21 延べ利用者数（保護者を含む） ２，５８４人 申請児童数 人 延べ利用者数（保護者を含む） 2,890人 申請児童数 38人 延べ利用者数（保護者を含む） 2,286人 申請児童数 37人

社会福祉 Ｈ17～21
学校の夏休み期間を利用して行われる社会福祉協議会の事業に対し人的
な支援等を行った。９日実施。総参加者５０６人（うち対象者総数１５５人、ボ
ランティア等総数１４２人）

学校の夏休み期間を利用して行われる社会福祉協議会の事業に対し人的
な支援等を行った。１０日実施。参加者６１１人（うち対象者１６６人、ボラン
ティア１７５人など）

学校の夏休み期間を利用して行われる社会福祉協議会の事業に対し人的
な支援等を行った。１０日実施。参加者６３０人（うち対象者１９４人、ボラン
ティア１６９人など）

学校教育 Ｈ17～21
保・幼・小・中学校と特別支援学校及び関係機関との連携を蜜にし、障害の
ある幼児、児童及び生徒の発達状況等を的確に把握し、個に応じた適切な
就・修学指導と進路指導の充実に努めた。補助金額１９８千円

保・幼・小・中学校と特別支援学校及び関係機関との連携を蜜にし、障害の
ある幼児、児童及び生徒の発達状況等を的確に把握し、個に応じた適切な
就・修学指導と進路指導の充実に努めた。補助金額２０９千円

保・幼・小・中学校と障害児教育諸学校及び関係機関との連携を蜜にし、障
害児の状態、発達段階、特性などを乳幼児段階から的確に把握し、個に応
じた適切な就・修学指導と進路指導の充実に努めた。補助金額２０９千円

学校教育 Ｈ17～21

京田辺市特別支援担当者会議を年２回開催し、研修及び情報交換をして
いる。また、市独自の巡回相談員を任命し、要望のある幼・小・中学校へ相
談のための巡回をしている。１７年度から幼・小・中の連携をしている。補助
金額３６千円

京田辺市特別支援担当者会議を年２回開催し、研修及び情報交換をして
いる。また、市独自の巡回相談員を任命し、要望のある幼・小・中学校へ相
談のための巡回をしている。 １７年度から幼・小・中の連携をしてい
る。補助金額３８千円

京田辺市特別支援担当者会議を年２回開催し、研修及び情報交換をして
いる。また、市独自の巡回相談員を任命し、要望のある幼・小・中学校へ相
談のための巡回をしている。 １７年度ｊから幼・小・中の連携をしてい
る。補助金額３８千円

こども福祉 Ｈ17～21 受給者数 ８０名 受給者数 83名 受給者数 ７９名

こども福祉 Ｈ17～21 受給者数 １０４名 児童数１０９名 支給総額 ３，０４１千円 受給者数 98名 児童数103名 支給総額 2,681千円 受給者数 86名 児童数 92名 支給総額 2,448,000円

社会福祉 Ｈ17～21
在宅の重度障害児・者の負担軽減を図るため、福祉手当の給付を行った。
３２人に支給。

在宅の重度障害児・者の負担軽減を図るため、福祉手当の給付を行った。
３4人に支給。

在宅の重度障害児・者の負担軽減を図るため、福祉手当の給付を行った。
３３人に支給。

○サマースクール事業への
支援

○就学指導委員会活動の
充実

障害児保育・
教育等の推
進

○特別支援教育の推進

○親子教室の実施
（田辺児童館）

○療育教室の実施（心身
障害児通園事業）
（田辺児童館）

各種手当等
の支給による
支援

○特別児童扶養手当
（国制度）

○市心身障害児童特別手
当

○特別障害者手当等給付
事業
（障害児福祉手当の支給）
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社会福祉 Ｈ17～21 事業終了 事業終了
心身障害児・者の施設入所に対し、保護者の負担金を一部助成すること
で、負担の軽減を図っている。平成１８年９月末で、事業終了。前期のみ ９
人に助成。

学校教育 Ｈ17～21 （再掲2-（1）-⑦） （再掲2-（1）-⑦） （再掲2-（1）-⑦）

学校施設の
バリアフリー
化

教育総務 Ｈ17～21 エレベータの設置はしていません 田辺東幼稚園に身体障害者用トイレを設置。

田辺中学校エレベーター新設
中学校に在籍する肢体不自由児の動線を
確保するために、身障者用エレベーターを
設置した。

発達相談の
実施

こども福祉 Ｈ17～21 （再掲1-（1）-①） （再掲1-（1）-①） （再掲1-（1）-①）

放課後児童
対策の推進

社会教育 Ｈ17～21 （再掲1-（3）-②）申込者全員（5名）受入れ （再掲1-（3）-②）申込者全員（８名）受入れ （再掲1-（3）-②）申込者全員（８名）受入れ

○小・中学校への障害のあ
る児童の受け入れに当た
り、施設のバリアフリー化を
図るため、エレベーターを
設置

○各種発達相談の実施
（再掲1-（1）-①）

○留守家庭児童会での障
害のある児童の受入れ
（再掲1-（3）-②）

○障害児（者）施設入所保
護者負担金の支給
（心身に障害のある児童の
施設入所に対し、保護者の
負担金を一部助成）

○各種援助・補助金による
保護者負担の軽減
・特殊教育就学奨励費
（再掲2-（1）-⑦）
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